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夏、

つ
め
た
く
冷
や
し
て
、
お

い
し
い
物
の
一
つ
に
、
ト
マ
ト
が

あ
り
ま
す
。
本
村
の
ト
マ
ト
農
家

は
二
戸
し
か
な
く
、
面
積
は
約
二

十
五
ア
ー
ル
、
品
種
は
桃
太
郎
を

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
熟
ト
マ
ト
と
言
う
こ
と
で
、

真
赤
に
な
っ
た
ト
マ
ト
を
収
穫
す

る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
の
と

こ
ろ
少
し
違
っ
て
い
て
、
ト
マ
ト

が
少
し
赤
っ
ぽ
く
な
っ
た
時
収
穫

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
ト
マ
ト

の
背
丈
は
、
約
四
メ
ー
ト
ル
に
な

る
そ
う
で
十
一
月
頃
ま
で
収
穫
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

わカ瓦平成3年7月25日(1) 

中山氏〉〈熊の坂

「
カ
ラ
オ
ケ
」
は
日

一
し

…
本
が
発
祥
の
国
で
あ

ド
ト

明
り
、
十
数
年
前
に
開
発

明

t
…
さ
れ
て
、
ま
た
た
く
問

時

代

A
V
帥

民
十
市

酬
に
世
界
を
風
摩
し
た
も

叩
ム
ザ

加
の
で
あ
る
こ
と
を
、
私

時
・

措
は
最
近
に
至
る
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
。

マ
シ
ン
自
体
も
発
達
し
て
、
「
音
」

か
ら
「
映
像
」
を
共
に
楽
し
む
「
レ
ー

ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
」
へ
と
移
行
し
て

き
た
。ま
こ
と
に
世
知
辛
い
当
世
で
は
、

手
軽
な
ス
ト
レ
ス
解
消
と
も
な
り
、

楽
し
い
社
交
の
場
と
し
て
も
良
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

街
へ
出
る
と
、
昼
夜
を
分
か
た

ず
営
業
し
て
い
る
「
カ
ラ
オ
ケ
ス

ナ
ッ
ク
」
や
「
ボ
ッ
ク
ス
」
も
あ

る
。
夜
と
も
な
れ
ば
そ
の
屈
の
多

い
の
に
驚
く
。
例
え
は
悪
い
が
、

大
衆
食
堂
風
か
ら
高
級
レ
ス
ト
ラ

ン
風
、
は
た
ま
た
ク
ラ
ブ
か
料
亭

の
雰
囲
気
を
持
つ
庖
も
あ
る
。

客
も
同
じ
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
で

あ
る
か
ら
、
概
し
て
品
格
が
良
い

が
、
中
に
は
自
分
の
歌
の
旨
さ
を

自
負
し
て
か
、
他
人
の
歌
に
拍
手

も
送
ら
ず
、
軽
視
し
て
い
る
人
も

あ
る
。初
心
者
に
対
し
て
こ
そ
、
優
し

い
ま
な
ざ
し
と
、
温
か
い
拍
手
を

送
る
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
と
し
て
の

マ
ナ
ー
が
欲
し
い
。

(
戸
)



(2) 

村有代替パス運行時刻表
(平成3年7月初日)

J
R
パ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
の
に

伴
い
、
七
月
二
十
日
よ
り
代
替
パ

ス
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
代

替
パ
ス
は
、
一
日
三
使
、
平
日
及

び
土
曜
日
運
行
し
日
曜
、
祭
日
は

運
休
致
し
ま
す
。
乗
車
券
に
つ
い

て
は
役
場
と
車
内
で
販
売
致
し
ま

す
が
定
期
券
に
つ
い
て
は
役
場
の

み
で
行
い
ま
す
。
毎
日
や
一
定
期

間
乗
車
さ
れ
る
方
は
、
定
期
乗
車

券
、
回
数
乗
車
券
を
購
入
さ
れ
れ

平成3年7月25日Jミわカゐ第 92号

ば
お
得
で
す
し
、
車
内
で
の
運
賃

処
理
業
務
の
能
率
が
上
が
り
ま
す

の
で
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
鹿
野

川
か
ら
大
洲
市
等
の
往
復
に
は
宇

和
島
自
動
車
に
代
替
パ
ス
を
接
続

し
て
あ
り
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

下敷水
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(60) 

190 
(100) 

造

A
り
山
口
リ

3
m
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表賃運

乗降場の名称 第 1 便 第 2 便 第 3 便 備 考

海辺役場前 7 : 19 12: 19 16: 57 

植 松 7 : 20 12: 20 16: 58 

栃の木瀬 7 : 23 12: 23 17: 01 

岩 谷 7 : 26 12: 26 17: 04 

岩谷橋 7 : 26 12: 26 17: 04 

谷 口 7 : 27 12: 27 17: 05 

敷 水 7 : 28 12: 28 17: 06 

下敷水 7 : 30 12: 30 17: 08 

尽 造 7 : 37 12: 37 17: 15 

弁天宮前 7 : 40 12: 40 17: 18 

鹿野川 7 : 42 12: 42 17: 20 

鹿野川 7 : 47 12: 47 17: 25 

弁天宮前 7 : 49 12: 49 17: 27 

尽 造 7 : 52 12: 52 17: 30 

下敷水 7 : 59 12: 59 17: 37 

敷 水 8 : 01 13: 01 17: 39 

谷 口 8 : 02 13: 02 17: 40 

岩谷橋 8 : 03 13: 03 17: 41 

岩 谷 8 : 03 13: 03 17: 41 

栃の木瀬 8 : 06 13: 06 17: 44 

植 松 8 : 09 13: 09 17: 47 

河辺村役場 8 : 10 13: 10 17: 48 230 
(120) 

170 
(90) 

110 
(60) 
口谷

250 
(130) 

190 
(100) 

120 
(60) 

110 
(60) 

谷
島...，
草'l

290 
(150) 

230 
(120) 

160 
(80) 

ハ
リ
、
3''

円

L
n
U
1ω 

110 
(60) 

栃の木

瀬

320 
(160) 

260 
(130) 

190 
(100) 

150 
(80) 

130 
(70) 

110 
(60) 

松植

320 
(160) 

260 
(130) 

190 
(100) 

n
U
山
Hリ

目
印
刷

130 
(70) 

110 
(60) 

110 
(60) 

運行系統図
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3コ
特
別
地
方

消
費
税
の

免

税

点

改

正

こ
の
た
び
の
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か

ら
特
別
地
方
消
費
税
の
免
税
点
が

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
地
方
消
費
税
と
は
、
平
成

元
年
四
月
一
日
か
ら
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
税
目
変
更
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

。

免

税

点

飲

食

等

七

、

五

O
O円

(
旧
五
、

0
0
0円
)

宿
泊
等
一
五
、

0
0
0円

(
旧
一

O
、
0
0
0円
)

※
詳
し
い
こ
と
は
八
幡
浜
地
方

局
課
税
課
ま
で
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

住
所

八
幡
浜
市
大
字
松
柏
乙

一一

O
一
番
地

(
O八
九
四
)

二
二
ー
ー
四
一
一
一

(
内
線
二
三
七
)

電
話



第 92号

…
イ
ベ
ン
ト
続
々
M
H

…

河
辺
は
竜
馬
で
大
き
く
な
る

も
駆
け
つ
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。

昨
年
実
施
し
好
評
だ
っ
た
無
料

マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
は
、
う
な
ぎ

の
つ
か
み
ど
り
に
趣
向
を
変
え
て

み
ま
し
た
が
、
マ
ス
と
ま
た
違
っ

た
お
も
し
ろ
昧
が
あ
り
、
大
人
も

子
供
も
、
歓
声
の
中
、
我
を
忘
れ

楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
。当
日
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
し
た
。【
大
物
の
部
〕

一
位
内
子
町

熊

野

健

志

二
位
河
辺
村

梅
木
安
太
郎

三
位
大
洲
市

大

隅

昇

平

{
多
漁
の
部
】

一
位
河
辺
村

山

田

勇

河
辺
村

J
q
川

勇

五
十
崎
町

松

下

英

治

河
辺
村
は
坂
本
竜
馬
で
大
き
く

な
る
。
:
:
:
を
メ
イ
ン
テ

i
マ
に

本
年
度
夏
か
ら
秋
、
冬
に
か
け
て

の
イ
ベ
ン
ト
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た。

Jミ

そ
の
最
初
の
イ
ベ
ン
ト

d
伏流

つ
り
大
会
。
が
七
月
十
四
日
制
午

前
七
時
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
宿
附

近
の
渓
流
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
渓
流
つ
り
大
会
は
、
今
回

で
六
回
目
を
数
え
定
着
し
た
イ
ベ

ン
ト
と
成
り
ま
し
た
。

遠
〈
は
伊
予
三
島
市
の
方
か
ら

オフカ=平成3年 7月25日(3) 

~多数の方が参加されました~

位イ立
こ
の
後
、
実
施
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
楽
L
さ
一
杯

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ロ
ふ
る
さ
と
祭
り

八
月
十
四
日
(
水
)

場
所
ふ
る
さ
と
の
宿
広
場

内
容
・
夜
市

-
カ
ラ
オ
ケ
大
会
(
予

選
・
決
戦
)

・
納
涼
盆
お
Y
」
り
大
会

.
歌
謡
シ
ョ

i

真

木

由

布

子

桑

野

ミ

ユ

キ

香

山

ユ

リ

北
山
加
奈
子

。
竜
馬
を
語
る
夕
べ

九
月
七
日
(
土
)
午
後
三
時
三

O
分

場

所

ふ

る

さ

と

の

宿

参
加
費
三
、

0
0
0円

内
容
土
居
晴
夫
先
生
・
村

上
恒
夫
先
生
を
囲

み
、
全
国
の
竜
馬

フ
ァ
ン
が
集
う
タ
ベ

ロ
わ
ら
じ
で
歩
-
}
う

坂
本
竜
馬
脱
藩
の
道

九
月
八
日
(
日
)
午
前
九
時
i

場
所
ふ
る
さ
と
の
宿
集
合

参
加
費
二
、

0
0
0円

わ
ら
じ
、
通
行
手
形
、

弁
当
、
水
筒
支
給

一二

O
年
余
り
も
前

に
か
え
っ
て
、
坂
本

竜
馬
の
足
跡
を
た
ど

ろ
う
。
坂
本
竜
馬
の

内

~ 

台

偉
業
を
偲
び
な
が

ら
、
自
然
と
親
し
む

健
康
ウ
ォ

l
ク。

ロ
牛
の
丸
焼
き
大
会

九
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前
十
一
時

場

所

ふ

る

さ

と

の

宿

参
加
費
大
人
(
中
学
生
以
上
)

三、

0
0
0円
・
小

人
一
、
五

O
O円
・

幼
児
無
料
で
食
べ
放

題
で
す
。
予
約
制

ロ
商
工
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

十
一
月
三
日
(
日
)
午
前
十
時
j

場

所

ふ

る

さ

と

の

宿

内
容
厄
払
い
・
お
楽
し
み

広
場
・
も
ち
ま
き
・

ふ
れ
あ
い
市
・
居
酒

屋
コ
ー
ナ
ー
(
飲
み

放
題
)
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど

ロ
三
杯
谷
滝
ま
つ
り

十
一
月
十
七
日
(
目
)
午
前
十
時
j

場

所

三

杯

谷

滝

付

近

内

容

き

じ

鍋

食

べ

放

題

(
無
料
)
お
酒
飲
み

放
題
(
無
料
)
・
お
楽

し
み
カ
ラ
オ
ケ
・
も

ち
ま
き
な
ど

主
催
者
一
向
、
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
河
辺

村
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
官
三
九
!
一
一
一
一
一
)

n:Cr 
n智 tl
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こ
の
事
業
は
、
県
補
助
事
業
で

地
域
住
民
の
自
発
的
な
活
動
を
援

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
連

帯
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
生
活
環

境
の
向
上
を
凶
り
、
地
域
住
民
に

よ
る
安
全
で
快
適
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
日
其
川
さ
さ
ゆ
り

会
が
用
の
山
、
日
其
川
地
区
の
道

路
沿
い
に
ア
ジ
サ
イ
、
ツ
ツ
ジ
を
、

ま
た
、
名
場
連
地
区
で
は
、
第
九

区
住
民
が
、
名
場
連
集
会
所
に
コ

ス
モ
ス
、
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
し
ま
し

た。
皆
さ
ん
の
地
区
で
も
快
適
な
環

境
づ
く
り
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、
地
域
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

~地域づくりやってます~
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長
補
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住
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課
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長

課
長
補
佐

福
祉
課
課

長

課
長
補
佐

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

(平成3年 6月1日現在)

設
課
課

長

課
長
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佐

地
域
振
興
課

課

長
課
長
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課
長
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二
宮
口

高
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所
長
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長
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T
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介

T
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長
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T
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長
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T
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T
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長
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T
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長
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事

-
1
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企

画

係

長
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良

照

下
i
ダ
ム
特
定
係
長
岡
河
本
治

下
i

農

政

係

長

岡

上

野

富

雄

下

|

農

地

係

長

西

永

千

恵

子

T
ー

一

般

産

業

係

本

門

哲

也

下

|

林

業

係

長

玉

井

総

「

|

商

工

観

光

係

大

富

賢

二

幸
男
盛
光

什寸
土林主公

地、共
改士事ヰニ
良係係

係長補長
岡

藤長樽長
田岡井岡

名
本

薫拙富祥一
美宗英子司

升
子

豊盛
寿勇{憂光

………級紙粧制一

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
に
伴
う
義
援
金
の
お
礼

※
診
療
所

氏

名

出
身
地

略

歴

加

藤

正

隆

新
居
浜
市

自
治
医
科
大
学
卒
業

町
立
中
島
中
央
病
院

愛
媛
県
立
中
央
病
院

-

税

務

係

長

樹

新

田

義

和

一

T
ー

臨

時

石

浦

陽

一

「

|

籍

係

長

土

居

美

栄

子

六
月
三
ト

H
引
越
し
を
終
え
ら

れ
、
七
月
一
七
か
ら
診
療
所
で
勤

務
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
雲
仙
普
賢
丘
山
噴
火
に

伴
い
島
原
市
を
は
じ
め
回
周
辺
の
町

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
と
し
て
も
区
長
を
通
じ
、

ま
た
、
村
議
会
議
員
、
役
場
職
員
に

※
役
場
氏

名

出
身
地

所
属
課

佐
々
木
美
香
江

大
中
山

建
設
課

++0トに可3
j役;
+冨虫色++耳鴫争
+ー+
寺園寺
幸世-+

3紹;
;介;
札。争J

す
観
光
推
進
協
議
会
(
十
四
名
)

会

長

本

山

清

明

副

会

長

本

門

清

昭

安
婦
人
会

大
伍
分
会
長

山

友
江

対
し
て
義
援
金
を
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
参
拾
七
万
七
千
四
百
三

拾
四
円
の
多
額
に
な
り
、
早
速
七
月

一
日
に
送
金
し
て
役
立
て
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
を

し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成3年 7月25日(5) 

~、 j 教育委員会
委員長矢野清 盛

猛西教育長

議

会

議

長

農

委

会

長

選

管

委

員

長

代
表
監
査
委
員

診
療
所
所

長

事

務

長長

山重
田川

松
本

酒船
井田

将
勇則

I I I丁
鴎技

洋
一
清
美

円け

森

良

樹
-
l
事
務
局
長

出

手

和

気

唯

勝

北
地
富
美
雄

一
勝
間
貴
浩

佐
々
木
美
香
江

事
務
局
次

給
食
セ
ン
タ
ー

所

長

石

井

公
民
館
館

長

館
長
補
佐

河
辺
幼
稚
園

請

Jl Jl 

時

n護

婦

和
気
佐
由
美

大
野
恵
美
香

富

永

栄

子

Jl グ納

員
同
長
岡
美
枝
子

梅
木
キ
ヨ
カ

智

葉

雅

敬

Jl 

-
1
1
学

校

教

育

係

長

岡

松

本

明

寸
|
社
会
教
育
主
事
岡
高
永
重
則

寸
l
庶

務

係

松

本

八

重

子

寸
l
技

手

渡

部

磯

若

「
l

植

木

繁

明

Jl 

実

-
寸
|
学
校
給
食
係
長
岡
石
井

寸

ー

調

理

員

船

田

「

|

庁

和

気

J
l
i
公
民
館
主
事
岡
酒
井

T
l
主

事

富

永

「

|

主

補

井

脇

増

本

喜
久
男
ア
書
記
長

山
本

田

奨一
1

事
務
局
長
岡
梅
木宮

大
久
保
末
二
広
一
l
補
助
職
員
岡
山
本

教教
雅
久

良
照守

雅
久

事

諭諭

高

田

伸

子

小
川
真
由
美

高
橋
サ
エ
子

主
事
側
西
永
千
恵
子

書
記
嗣
福
見
都
志
子

書
記
岡
高
橋
サ
エ
子

亀豊
公香実

敏重
恵則勇

と
い
う
ワ
ー
ス
ト
十
位
に
入
る
高

い
医
療
費
を
示
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
平
成
三
年
度
も
こ
の
傾
向
が

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
河

辺
村
は
税
率
を
据
え
置
き
、
一
人

当
た
り
の
税
額
は
郡
内
で
最
も
低

い
四
一
、
四
四
四
円
(
見
込
み
額
)

で
今
年
度
の
国
保
運
営
を
し
て
い

く
方
針
で
す
。

仲
仲
叫
仲
村
件
前
秘
品
件
品
件
叫
骨
骨
悼
総
勢
神
抑
叫
件
訴
器
材
引
務
総
勢
認
お
お
お
お
お
よ
円
一
、
山
刊
誌
:
川
刊
誌
泌
総
泌
総
終

始
悼
品
件
訴
訟
区
島
忠
洋
ぷ
除
名
J
〈
務
総
放
h
v
持
認
訴
v手
訴
訟
〈
A

誌
〕
¥
隊
訟
骨
ム
戸
?
?
μ
僻
泳
〈
〈
仙
件
訴
訟

訴
総
勢

v
wイ
:UJr円
二
歳
最
終
訴
泌
採
吸
お

v
肱
滑
刊
誌
此
国
胡
〈
A

仲
柏
戸
動
均
〉
人
総
数
法

務
稔
泳
v
同
同
日
~
J
h
H
h
wく
〈
甘
す
逗
だ
〉
八
叫
仲
v
酒
減
前
総
崎
脳
陣
姦
義
監
匙
く
〈
叫
刊
誌
心
万
円

言
語
3
L
P
3
3
1菜
採

泌

総

数

通

遺

衆

議

剖

:

主

導

付

訂

正

主

総

訴
訟
お
叫
念
日
誌
然
、
日
間
ハ
対

J
J
J〆
刊
誌
採
仙
件
付
件
訴
総
務
お
叫
骨
骨
骨
骨
仲
晶
件
数
時
件
訴
件
柏
崎
仲
詐
欺
(
総
数
リ
前
日
終

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
ん
な
病
気
や
ケ
ガ
に
か
か
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

由
民
健
損
保
険
は
、
そ
の
よ
う

な
時
の
た
め
に
安
心
し
て
お
医
者

さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
お
金
を
出
し
合
っ

て
助
け
合
う
制
度
で
す
。

こ
こ
に
、
河
辺
村
国
保
の
一
般

被
保
険
者
数
と
医
療
費
推
移
を
過

去
三
カ
年
比
較
し
て
見
る
と
、
一

般
被
保
険
者
数
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
二
年
度
(
年

間
平
均
)
は
元
年
度
を

七
・
一
%
下
回
る
六
七

O
人
に
な
っ
て
い
て
、

医
療
費
の
総
額
に
つ
い

て
み
る
と
一
一
八
、
九

六
七
、

O
九

O
円
で
、

元
年
度
よ
り
ニ
・
五
%

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
年
々
増
大

し
、
元
年
度
に
比
べ
一

0
・
三
%
伸
び
、
一
七

七
、
五
六
三
円
で
郡
内

一
位
、
県
下
で
は
七
位

j
ふ
え
続
け
る

医
療
費

j

※
医
療
費
を
大
切
に
使
、
つ
た
め
に

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
0

0
重
複
受
訟
は
や
め
よ
う
/

。
薬
ね
だ
り
は
や
め
よ
う
F
-

。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

f

O
健
康
診
断
を
受
け
よ
う

y

国保被保険者数と医療費の推移

h 
一般被保険者 一人当たり

(年間平均)
一般診療費

診療費

r一一一一一 「一一一

伸び率 イ申び率

人 % 円 p3 % 
昭和63年度

766 ム23.9117，041，410 1:，2.796 20.2 

平成元年度 721 ム 5.9116，114，892 161，047 5.4 

半成2年度 670 ム 7.1 118，967，090 177，563 10.3 
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?次
号毒
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成

(6) 平成3年7月25日

「
男
の
子
に
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
活
動
を
さ
せ
た
い
。
」
と
の
声
が

強
く
、
こ
の
度
「
河
辺
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
(
サ
ッ
カ
ー
部
、
男
子
)
」

が
結
成
さ
れ
、
心
身
共
に
健
や
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
活
動

し
て
い
ま
す
。

早
速
、
総
会
を
聞
き
、
サ
ッ
カ
ー

部
長
に
露
内
進
氏
の
ほ
か
理
事
、

庶
務
会
計
、
監
査
、
顧
問
、
実
技

指
導
者
等
の
陣
容
も
整
い
、
部
員

総
勢
目
名
(
三
年
生
以
上
の
希
望

者
)
で
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

6
月
8
日
に
は
五
十
崎

ス
ポ
少
と
の
初
の
対
外
練
習
試
合

も
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通

り
で
し
た
。

カ
6
年
生
以
下
チ
!
ム

河
辺
1

|
四
五
十
崎

決

5
年
生
以
下
チ
l
ム

河
辺
1

8

五
十
崎

カ
4
年
生
以
下
チ
l
ム

河
辺
0
1
6
五
十
崎

部
員
全
員
が
試
合
に
出
場
し
、

全
員
で
ボ

i
ル
を
追
い
か
け
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
、
練

習
不
足
の
た
め
、
思
う
よ
う
な
試

合
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
子
ど
も
達
は
、
負
け
た
こ
と

.r-..;之わカ瓦第 92号

に
対
す
る
悔
し
さ
を
ば
ね
に
し
、

以
前
よ
り
一
層
練
習
に
身
が
入
り
、

よ
り
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
に
な
っ
た

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

運
動
場
が
整
備
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
十
分
な
活
動
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
次
の
よ
う
な
行
事
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

会
平
成
三
年
度
行
事
予
定

八
月
十
一
日
(
日
)

-
神
南
リ
l
グ
第
2
節

(
会
場
五
十
崎
小
学
校
)

八
月
下
旬

-
ス
ポ
少
サ
マ

i
キ
ャ
ン
プ

(
場
所
河
辺
小
運
動
場
)

九
月
二
十
二
日
(
日
)

-
神
南
リ
1
グ
第
5
節

(
会
場
肱
東
中
学
校
)

十
月
十
三
日
(
日
)

-
神
南
リ
l
グ
第
7
節

(
会
場
大
洲
運
動
公
園
)

十
一
月
十
日
(
日
)

-
神
南
リ
1
グ
第
8
節

(
会
場
喜
多
小
学
校
)

十
二
月
二
十
二
日
(
日
)

-
神
南
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

※
ご
支
援
と
ご
声
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

去
る
六
月
、
郡
中
学
総
体
が
聞

か
れ
、
河
辺
中
学
校
は
、
野
球
・

パ
レ

1
・
陸
上
競
技
に
参
加
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

O
野
球
(
内
子
球
場
)

一
回
戦
河
辺
3
1
4
大
瀬

O

バ
レ
l
(
内
子
中
体
育
館
)

予
選
リ
1
グ
ご
勝
一
敗
)

河
辺
0
1
2
大
瀬

河
辺
2
1
0
内
子

o
陸
上
競
技
(
長
浜
中
)

男
子
一

O
O
M
四

位

露

内

智

和

一ニ
O
O
O
M

四

位

岡

田

寿

男

八
O
O
M
R

六
位
(
露
内
・

岡
田
・
福
桝
・
富
永
)

河
小
児
童
頑
張
る
刀

河
辺
村
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
美
し

い
村
。
こ
の
河
辺
村
を
よ
り
美
し

く
し
よ
う
。
青
少
年
赤
十
字
の
一

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

高
め
よ
う
と
、
河
辺
小
学
校
で
は
、

毎
年
、
「
ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ

1
ゴ
ー
ル
ド

の
苗
植
え
を
行
っ
た
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
集
会
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

七
月
十
日
に
は
、
晴
天
の
中
、
学

校
周
辺
の
清
掃
美
化
活
動
に
、
全

走
り
幅
跳
四
位
岡
田
寿
男

女
子
一

O
O
M
五
位
本
田
あ
ゆ
み

一O
O
M
H

三
位
土
居
美
佐
子

砲
丸
投
四
位
上
川
み
ど
り

四
O
O
M
R

四
位
(
本
田
・

土
居
・
員
田
・
山
本
)

(
大
会
を
振
り
返
っ
て
)

球
技
の
部
で
は
、
選
手
層
の
薄

さ
、
大
舞
台
で
の
不
慣
れ
な
ど
ハ

ン
デ
ィ
を
背
負
い
な
が
ら
も
精
一

杯
頑
張
っ
た
。
敗
れ
た
悔
し
さ
、

勝
っ
た
喜
び
を
是
非
と
も
生
か
し

て
欲
し
い
と
思
う
。
陸
上
の
部
で

は
、
練
習
よ
り
も
い
い
記
録
が
出

た
が
、
郡
の
壁
は
厚
か
っ
た
。

校
児
童
が
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に
は
、
地

区
ご
と
に
奉
仕
活
動
を
行
い
、
地

域
の
美
化
に
努
め
ま
す
。

~みんなの力で美しく~

…一…紛糾…愚…の数十宮再開講………

七
月
五
日
、
平
成
三
年
度
父
母

の
教
室
開
講
式
並
び
に
第
一
回
父

母
の
教
室
が
河
辺
幼
稚
園
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
四
歳

(
)
五
歳
児
を
も
っ
父
母
を
対
象
と

す
る
も
の
で
、
十
四
名
の
お
母
さ

ん
が
た
の
参
加
を
得
て
の
開
講
式

と
な
り
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
、
大
洲
保
健
所
歯

科
衛
生
師
、
河
村
孝
代
先
生
を
講

師
に
迎
え
て
、
親
と
子
の
歯
の
健

康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、
歯
み

が
き
指
導
が
行
わ
れ
、
日
常
生
活

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
が
虫
歯

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
あ
ら

た
め
て
学
び
ま
し
た
。

ー
ア

l
ン
し
て

i



第 92号

汐
み
な
さ
ん
の
栄
養
状

況
は
い
か
が
で
す

か

7
4

毎
日
あ
つ
い
日
が
続

き
ま
す
。
こ
ん
な
時
は

食
欲
も
な
く
、
水
分
ば

か
り
と
っ
て
な
ん
と
な

く
体
も
だ
る
い
も
の
。

あ
っ
さ
り
し
た
の
ど
ご

し
の
い
い
物
ば
か
り
を
食
べ
が
ち

で
す
が
、
こ
ん
な
時
ほ
ど
食
事
に

注
意
し
て
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
元
年
国
民
栄

養
調
査
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
国
民
栄
養
調
査
は
、
国

民
の
健
康
状
態
お
よ
び
栄
養
素
長

取
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
を
み
て
み
る
と

O

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
に
占
め
る

脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が

山
%
と
目
標
の
お
%
を
突
破
。

O

カ
ル
シ
ウ
ム
の
撰
取
は
依
然
目

Iえオ〉カh平成3年 7月25日

歩数と HDLコレス
テロール値について

男 女
一日の歩数 平均値 平均値

(rng/d1) (rng/ dl) 
総数 50.4 55.9 
~1999 47.6 53.7 

2000~3999 47.9 52.3 
4000~5999 48.6 55.7 
6000~7999 51.0 56.4 
8000~9999 51. 3 57.4 
10000~ 53.8 59.8 

(7) 

標
を
下
回
っ
て
い
る
。

O
米
類
は
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
。

O
縁
黄
色
野
菜
、
油
脂
類
は
増
加

傾
向
。

o
食
塩
摂
取
量
は
平
均
一
人
一
白

あ
た
り

U
g
で
目
標
の
日

g
以

下
に
は
達
し
て
い
な
い
。

O

一
日
の
歩
数
の
多
い
人
ほ
ど
、

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き
の
あ
る

善
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

(
H
D

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
)
が
増
え

る
傾
向
が
出
て
い
る
。

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

今
年
の

6
月
8
日、

6
日
に
お

こ
な
っ
た
成
人
病
検
診
(
名
場

連
(
)
用
の
山
)
の
受
診
者
山
人

の
血
液
検
査
の
結
果
で
善
い
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル

(
H
D
L
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
)
の
値
の
平
均
値

は
叫
と
正
常

値
を
わ
ず
か

に
こ
え
た
と

こ

ろ

で

し

た
。
こ
の
全

国
平
均
の
日

に
く
ら
べ
る

と

刊

も

下

回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
一

日
の
歩
数
と

の
関
係
の
上

に
た
っ
て
考

え
る
と
、
河

辺

村

の

人

は
、
畑
や
山
な
ど
で
の
仕
事
で

体
は
使
っ
て
い
る
け
れ
ど
健
康

運
動
と
し
て
の
歩
く
と
い
う
こ

と
は
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
と
食
べ
て
い
る
も
の

を
、
も
う
一
度
み
な
お
す
必
要

が
あ
る
よ
う
で
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
老
後
生
活
の
問
題
は
、

社
会
全
体
で
考
え
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
い
世
代
が
保
険
料
を
負
担
し

て
、
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
、

自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
と
き
は

次
の
世
代
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え

て
も
ら
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
世

代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
し
く

み
で
す
。

若
い
と
き
か
ら
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
、
今
の
時
代
の

お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
の
老
後
の
生
用
を
確
か

な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
年
金
な
ど

公
的
年
金
が
安
心
し
て
頼
れ
る
制

度
で
あ
る
た
め
に
、
年
金
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
若
い
と
き
か
ら

し
っ
か
り
と
し
た
生
活
設
計
を
し

τお
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

iなのト はマやミしれ廻ズ今 の心はの言 に修経の山一月に タる i iつ生で今メキ大ズた汗りリの私でのな響う「就機て後中年がし私ケさ小;
てき固でダリ克ス。をにを季のし風いき言ふい関現郵央に過てが、と包 ι
;い物めはカ弐のマ藻流手押節子よ景でを葉るてで在政郵都ぎ早ふ栗のを;
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河
辺
を
花
で
埋
め
尽
く
す
こ
と

を
夢
見
て
早
や
三
カ
月
。
私
達
は
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
そ
の
夢

に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
ま
す
。

か
わ
べ
創
造
塾
々
生
に
よ
る
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
第
一
歩
は
、

土
お
こ
し
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
寺
薮
、
古
宮
共
に
土
の

状
態
が
悪
く
、
早
く
も
夢
の
実
現

は
予
想
以
上
に
困
難
で
あ
る
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
何
と
か
第
一
関
門
を

突
破
し
、
不
安
と
期
待
の
渦
巻
く

中
、
種
を
ま
き
ま
し
た
。
数
週
間

後
、
た
く
さ
ん
の
芽
が
出
て
い
る

の
を
見
つ
け
た
時
の
喜
び
は
何
と

も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
移
植
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、

寺
薮
の
ひ
ま
わ
り
は
背
丈
も
だ
い

ぶ
高
く
な
り
、
コ
ス
モ
ス
と
共
に

道
路
か
ら
で
も
見
え
る
ほ
ど
の
大

き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
宮
の
サ
ル
ビ
ア
は
、
土
が
堅
す

ぎ
る
せ
い
で
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
大
き
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
も
大
き
く
な
ろ
う
と
一
生
懸
命

で
す
。私
達
は
こ
の
三
カ
月
問
、
花
の

生
長
を
ま
る
で
我
が
子
の
成
長
の

Jミわカ瓦第 92号

よ
う
に
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
道
程
は
、
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、

一
人
で
は
出
来
な
い
事

で
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ

ば
出
来
る
事
が
あ
る
。
自
分
達
に

は
可
能
性
が
あ
る
|
そ
う
信
じ
て

こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

花
を
見
て
、
季
節
を
感
じ
る
事

は
誰
し
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私

達
が
育
て
た
花
を
見
て
、
大
勢
の

人
が
季
節
を
感
じ
、
幸
せ
な
気
分

に
な
る
|
そ
ん
な
光
景
を
心
に
描

き
な
が
ら
私
達
は
こ
れ
か
ら
も
夢

に
向
か
っ
て
歩
き
続
け
ま
す
。

「
ぽ
く
は
ど
う
し
て
、
お
誕
生
会

に
よ
ん
で
く
れ
な
い
の
」

A
君
「
か
あ
ち
ゃ
ん
:
:
:
な
ん
で

A
部
落
や
B
部
落
の
子
ど
も
は
、
お

誕
生
会
に
行
っ
た
ら
い
げ
ん
の
」

母
「
そ
ん
な
こ
と
・
:
あ
り
や
せ
ん

じ
ゃ
ろ
。
」

A
君

「
で
も
、

C
君
の
お
母
さ
ん

が
言
う
た
ん
と
。

D
君
と

E
君
は
、

お
誕
生
会
に
よ
ん
で
も
え
え
け
ど
、

ぽ
く
は

A
部
落
じ
ゃ
け
ん
、
よ
ん

だ
ら
い
け
ん
い
う
ん
じ
ゃ
:
:
:
な

ん
で
や
・
・
・
・
・・
。」

母
「
そ
ん
な
こ
と
え
え
じ
ゃ
な
い

か
。
か
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ご
ち
そ
う

ド
;
;
;
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;
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作
っ
て
あ
げ
る
。
」

A
君
「
ぽ
く
、
ご
ち
そ
う
食
べ
た

い
ん
と
ち
が
う
。
ほ
か
の
友
だ
ち

が
よ
ば
れ
て
る
の
に
、
ぽ
く
だ
け

来
た
ら
い
か
ん
と
言
わ
れ
た
ん
が
、

は
が
ゆ
い
ん
じ
ゃ
。
と
う
ち
ゃ
ん

・
・
ど
う
し
て
・

--A
部
落
や

B
部

落
の
子
ど
も
は
、
お
誕
生
会
に
行

け
ん
の
。

-
j
i
-
-
ね
え
、
な
ん
で
。

ぽ
く
も
お
誕
生
会
に
行
き
た
い
よ

:
・
み
ん
な
と
一
緒
に
行
き
た
い

よ
:
:
:
。
と
う
ち
ゃ
ん
:
:
:
か
あ

ち
ゃ
ん
・
・
・
・
・
・
お
誕
生
会
に
行
け
る

よ
う
に
し
て
よ

f
。」

訴
え
る
子
ど
も
の
目
に
は
、
大

き
な
涙
が
あ
ふ
れ
で
い
た
。

差
別
と
い
う
も
の
は
、
人
の
心

を
傷
つ
け
、
人
間
と
し
て
の
尊
さ

を
踏
み
に
じ
り
、
幸
福
や
生
き
が

い
を
奪
っ
て
い
く
の
で
す
。

民
主
教
育
と
か
、
道
徳
教
育
と

か
い
い
な
が
ら
、
そ
の
実
、
き
れ

い
ご
と
の
教
育
し
か
行
っ
て
い
な

く
て
、
差
別
と
は
、
ど
ん
な
に
痛

く
、
苦
し
い
も
の
な
の
か
。
人
間

の
尊
さ
を
ど
ん
な
に
踏
み
に
じ
っ

て
い
る
こ
と
な
の
か
。
:
:
:

こ
れ
ら
の
事
実
を
と
お
し
て
、

学
校
で
も
、
家
庭
で
も
、
差
別
す

る
こ
と
の
罪
の
深
さ
、
重
大
さ
、

恐
ろ
し
き
を
、
差
別
さ
れ
た
者
の

立
場
に
な
っ
て
正
し
く
見
ぬ
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が
真
の

人
権
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

消
息
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日

3
・
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・
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や
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前
号
の
「
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
」
の
欄
で
佐
々
木
さ
ん
の

紹
介
が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
の
で

今
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
表
紙
写
真
撮
影
の
た
め

農
家
の
方
々
に
は
、
大
変
お
忙
し

い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

梅
雨
が
や
っ
と
明
け
た
か
と
思

う
と
今
度
は
、
う
ん
ざ
り
す
る
ほ

ど
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が

夏
パ
テ
な
ど
し
な
い
よ
う
頑
張
り

た
い
も
の
で
す
。


